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IRRI(InternationalRiceResearch Institute)

には日本からもすでに多 くの研究者が来訪 している｡

また研究生活を経験 した人の数も多い｡ しかし,私の

知るかぎりでは当研究所に対する評価はまちまちのよ

うである｡採点のからいぼあいが多い｡ これは専門分

野についての学問的な評価,研究所の背景とその運営

方針に対する批判,さらには研究所のおかれているフ

ィリピンという土地に対する感想などがそれぞれ重な

り合っているためであろう｡私は昨年11月に当研究所

に1年間の researchfellow としてでかけてきて以

来,約5カ月間をここにすごしたことになる｡研究所

のことについてはまだまだ充分に理解 するところま

ではきていないが一応その様子をお伝えしたいとおも

う｡

IRRIはマニラから南40マイルのロスバ-ヨスにあ

り,通称カレッジと呼ばれる UPCA (Universityof

Philippine,CollegeofAgriculture)の敷地に隣

接 して研究所ならびにその実験農場が設置 され て い

る｡UPCA の構内は, ひとたびは戦火のために荒廃

したときくが,今はヤシの並木,緑の芝生を背景に,

赤い屋根の教室や研究室が点在し,はなはだ閑静な雰

囲気をたもっている｡ この構内をぬけ,並木道をなお

もゆくとIRRIの白い建物と農場がみえるが,このあ

たりはいささか殺風景｡左右に一対の平屋建の本部と

研究室棟である｡正面にある三階建ては食堂と男子寄

宿舎｡少 しはなれてやや小さい二階建の女子寄宿舎｡

そのさきにある工場のような建物は実験農場運営に欠

かせないサービス ･ビルディングであるOグ))-ンハ

ウスおよび育種用のスクリーン-ウス群は寄宿舎の裏

側にある｡前庭の円型池には,土曜から日曜にかけて

見物客の多いときなどに空高 く水を噴き上げて愛敬を

みせる噴水がある｡ココナツ林に囲まれた農場は,水

乱 畑あわせて80-クタール,よく整備された潅がい

水路と2台の車がすれちがえる広い道で縦横に区切ら

れており, おもだった四つ辻には白い標識が 立って

いる｡ 土壌は少 し黒味をおびた灰褐色で, Maahas

clayとよばれ,やや酸性である｡ 近 くにみえるバナ

-ウ山 (2100m)は死火山であり,す ぐ裏手のマツキ

リン山 (1200m)も多分は火山のなれのはてではない

かとおもわれる｡ロスバニヨスとはスペイン語で温泉

のことだときいた｡

研究所の設立着手は1960年4月で,開所は1962年2

月7日Oフォー ド,ロックフェラー両財団ならびにフ

ィリピン政府の協力にもとづいている｡フォー ド財団

は土地,建造物および機械器具類のために715万 ドル,

運営費として75万 ドルを投 じた｡ロックフェラー財団

は年間約50万 ドルを研究所の運営費として支出してい

るという｡設立日的ほ稲についての基礎的研究はもと
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より,稲の生産,配分およびその利用に関する一切の

研究を通 じてアジアおよびその他の稲作地帯の住民に

栄養的かつ 経済的な 利益をもたらす こととなってい

る｡また同時に,東南アジア諸国の若い科学者に稲作

研究に関する トレイニングを与えること,米の問題に

ついて科学者の国際協力を推進 し,情報資料センタ-

の役割をはたすことも目的 としている｡

研究所の理事会は,フォー ド財団の VicePresident

F･FIHi11氏以下,アメリカ,フィリピン,日本,イ

ンド,タイ,台湾の各国からの計10名の理享によって

構成されている｡ 日本の現理事は北海道大学石塚言明

博士で,木原均博士のあとをついでおられる.研究所

長の Dr.F.Chandler,Jr.は理事の-貢でもあり,

副所長の Dr.A.C.McClung とともに土壌学畑 の

'LH身｡ なお Dr.Chandlerは フルブライ ト留学生の

受け入れなどを通 じて口木にもなじみの深い人だとき

いた｡ コーネル大学で教鞭をとったこともあるときく

が,研究所に傾ける惜熱は強 く, しばしば稲作改善に

ついてこぶ Lを振りあげて熱弁をはく｡スタッフ ･メ

ンバ-は大きくわけて管理運営担当,研究担当にわけ

られる｡前者についてはくわしく述べるまでもないが,

会計,渉外,庶務にわかれ,マニラホテル内にあるマ

ニラオフィスを連絡所として活動 している｡なにぶん

にもいなかなので,不便な交通通信閑係を円滑に維持

するため郵便局が研究所内にあり,毎 【]Mailcarが

マニラとロスバニヨスとの閲を往復 している｡そのほ

か,施設,交通,守衛閥係などのセクションさらには

多数の宿泊者を擁するために食糧および宿舎の管理部

がおかれている｡

さて,主体をなす研究組織はいくつかのデパー トメ

ントからなりたっている｡各デパー トの長ならびにそ

の associateが研究所の スタッフメンバーである｡

現在 までに, もっともめざましい業績 をあげたのは

plantphysiologyであろう｡その長,北大農学部助

教授の田中明博士の熱帯稲作に関する研究はすでに有

名であるが,最近その一連の業績は "GrowthHabit

oftheRicePlantintheTropicalanditsEf-

fectonNitrogen ResponseMとして IRRI報告昔

のかたちで出版された｡熱′嵩,稲の生育,その栄養吸収

に闇するぼう大な研究の成果が示されており,この研

究によって,たとえば, しばしば問題となってきた窒

素多施[削こもとず く減 収の機構なども明解に説明され

る｡またその研究の結果導き吊された短梓,分けつ性

中程度,直立短葉という熱帯稲として望ましい草型に

ついてのモデルは育種グル-プによっても全面的矧司

をえているOすでに次のステップとして,いわゆるf土

理病としてひとくちに片づけられている問題を,土壌

学的,植物栄養学的な見地に立ってさらに明解にしよ

うと考えておられるようである｡

Chemistryは最近まで名大助教授赤沢亮博士が,そ

の長であったが,任期を終えて帰国され,後任の名取博
士の到竜をまっている｡研究の重点は現代娃化学の屯

要な問題のひとつである澱粉の生合成におかれ,植物

の光合成における葉中蛋白の役割,とくにFraction-1
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蛋白の特性についてかずかずの

研究がおこなわれた｡

Varietalimprovementは

H.H.Beachel氏 (U.S.A.)

の Plantbreeding,Dr.T.T.

°han(台湾)の Geneticsか

らなっている｡ぼく大な数の交

配組合わせの中からすでにヴァ

イラス痛,めい虫害,倒伏など

に対する抵抗性をもった上,盟

ましい草型を備えた品種が育成

されつつある｡台湾のいわゆる

蓬莱種と在来の Indicaが交配

親 として用いられることが多い｡

Geneticsは倒伏抵抗性の導入
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写真1 IRRIの正面｡左から本部,寄宿舎,研究室

について研究し,また JaPonicaIndica問のかけ合

わせの結果えられる種子稔性の悪さの原因追求なども

おこなっている｡なお,世界各地からの野生稲のコレ

クションがあり,各国との種子交換事業も活ラ章のよう

である｡

Plantprotectionは Dr.S.H.Ou(台湾)の Plant

pathologyとDr.M.D.Pathak(インド)の Ento一

mologyにわかれている｡ Pathく)logyには最近まで

元農技研,現在は植物ヴァイラス研究所におられる飯

田俊武博士が客員研究者として 1年間滞在され,ヴァ

イラス病の分類と水稲品種のヴァイラス抵抗性検定試

験の指導にあたられた｡そのほか,熱帯におけるイモ

チ病,バクテリア病の基礎的,応用的研究がすすめら

れている｡Entomologyではこれに関連 してウンカ,

ヨコバイ,メイ虫防除の研究をおこなっていることは

いうまでもない｡なおヴァイラス病による被害は水稲

の多毛作化にともなって増大するようで, その防 除

は,今後の熱帯稲作にとってはなはだやっかいな問題

となるのではないかとおもわれる｡研究所では約 2週

間おきに SEVIN (有機 リン剤)を撒布 して,媒介昆

虫のウンカ類発生をおさえることにつとめているが,

農家にこれをす ぐに実行させうるかどうかは問題のよ

うだ｡

さて Agronomyは私の所属するデパー トである｡

ボスの Dr.Moomaw(U.S.A.)にあらためて研究の

重点をどこにおくかと質問したところ,かれは現在実

施中の各試験のほとんどすべてを挙げた｡つまり,水

稲の年間2乃至3回作付け,または他作物たとえば ト

ウモロコシ,豊類,緑肥作物との輪作に

よる年間収量の増大 ;殺草剤の選択試

験,品種とその最適栽植密度,土壌の

肥沃度と施肥方法,直播栽培試験など

である｡私には全般的に大味な試験が

多いようにおもわれる｡ しかし,Dr.

Moomaw は日本式の稲作研究を試み

ることを必ずしも必要だとは思ってい

ないのかもしれない｡なお私は現在の

ところ団場試験として,生育時期別の

低照度が収量を低下させる機構を直播

栽培下で調査 している｡雨期の低収性

を光不足 の面から追ってみたいと思

う｡また熱帯地方にはつきもののいわ

ゆる高温の水稲生育収量に対する功罪の研究も試みて

いるが,正直のところ,一年の滞在期間中に熱措稲作

の問題点をまがりなりにもつかむことで精一杯ではな

かろうかと恐れている｡

Soilchemistryでは Dr.F.N.Ponnanperuma

(セイロン)が水田土壌の特性をさらに明らかにする

ための研究をおこなっているが,その方法論はおおむ

ね日本の研究者によって確立されたものと大差はない

ようである｡土壌中の各種無機イオンの行動の研究が

主体である｡SoilMicrobiologyはDr.Ⅰ.C.MacRae

(オース トラリア)が担当している｡

AgriclturalEconomicsの Dr.Ⅴ.W.Ruttanは

東南アジアにおける耕地面積拡大と米生産量増大の可

能性,米の国際市場と価格政策の研究をはじめ,フィ

リピンの米生産の実態分析などもおこな って い る｡

AgriculturalEngineeringは Mr.L Johnson(U.

S.A.)が水田用農業機械の改良,濯翫水量についての

研究をつづけている｡ 日本製のティラーを使っての水

田耕起整地のテス トもずいぶん試みられている｡

Statisticsは Dr.B.T.0aate (フィリピン)

が,稲作研究に関係する統計学的な問題の研究にあた

るとともに,他の研究室が企画する実験計画の立案と

結果の分析について援助,協力をしている｡そのほか

ExperimentalFarm は各研究室が 企画する圃場試

験のため土地の整備,雑草防除,病虫害の防除をひき

うける｡また他の研究室と協同で,ときには独自で比

較的大がかりな生産試験を担当する｡そのほか広報活

動は Communicationofficeがあり,見学者の案内
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から研究成果の宣伝などにあたっている｡

つぎにスタッフ以外の人員構成は,各研究室とも数

名のasSistant,各国からの scholarならびにfellow

からなっている｡ assistantはすべて フィリピン人

の大学卒業者｡女性も多い｡scholarは大半が研究所

で研究を行ないつつ,近 くの UPCAで修士コースに

在学 しその講議,セミナ-に出席する｡修士取得のた

めには IRRIでの研究が6単位,講議ほか24単位が

必要で,この廟 こほ英語以外の外国語も必修として含

まれる｡以上をだいたい2年間で修了｡その間必要な

図書と大学に支払う研究科ならびに生活費を IRRIが

タイ,韓国の各5名をはじめ,ベ トナム,インドネシ

ア,マレイシア,インド,パキスタン,セイロンの10

国から54名の scholarが集まっている｡ 大学の講議

に出席するときには研究所のバスが送迎するが,早い

クラスは午前7時,遅いクラスは夜の7時とまちまち

で,試験が近づ くと研究所での実験とともにはなはだ

多忙な[]を送る｡われわれ researcllfellow はそれ

ぞれ自己の研究テーマをもって研究室の仕事を担当し

ているが,研究室長次第で仕事がうまく伸 びるかどう

かがきまって くる場合が多いようである｡説得力のあ

る明確なテーマを示さないと少々つらいおもいをする

ことがある｡ researchfellow はLl本, インド各 3

秦,フィリピン2名,韓国,パキスタン,アメリカ各

1名であるが,滞在期間は6カ月から2年 くらいまで

である｡ このほか, 研究室によっては visitingsci-

entistが滞在し,スタッフに協力 して研究企画,遂行

に関与する｡現在までに日本からほ農

林省,遺伝研,大学関係合わせて10数

名が滞在-:研究に従車したが,うち2名

が visitingscientistで他は fellow

である.-1畑 ま口本人が非常に多 く日

本軍の拓き返 しだと冗談を言ったそう

だが,それぞれ目ざましい活躍を して

引き揚げて行かれたようだ｡現在はわ

ずか3名｡水稲種子の休眠問題を扱っ

ておられる東北大農研助教授高橋義人

博士,細胞遺伝学の研究に従∃‖ノてい

る北大大学院安藤桜嬢と私である｡

開設間もない頃から最近まで滞在 し

た人達の話をきくと,最初の頃はいわ

ゆる対 口感情の悪さということをずいぶん気にしたよ

うである｡床屋に行ってヒゲをそってもらっているあ

いだ眼を見開いてカ ミソリの動きに注意 していたと

か,夜少 し遅 く外出から帰ると舎監が心配して門衛の

ところまで出迎えて待っていて くれたなど｡少 しずつ

時間が情況をかえたのか,近頃ではほとんどそういう

心配はない｡ しかし戦時中ロ本軍が大量絞りくをおこ

なった村が近 くにあることは享実であり,バターンの

死の行進でからくも牲き延びた人の子供やHノ本軍の手

で虐殺された人の子供が研究所内にもいることば車実

である｡若い世代はすでに昔を多 く語らないけれども

フィリピンの連中と話 しているときにはふとかれらの

心の底に沈漬 しているものに気づ くことかある｡

さて研究所の寄宿舎は2人 1部屋で一応ホテル形式

になっている｡各部屋に一寸 したベランダもあるが大

体において窓を締め,ルーム･クーラーをかけっ放すこ

とが多いようだ｡金堂は食事の時間が決まっておりセ

ルフサ-ビス｡ H本人はおよそなんでも食べるが,そ

ういうわけにゆかない人のためにはまた特別食がつ く

られてなかなか大変であるO仕1狛まじめは8Hlj:で,局

金の 1時間をのぞいて5時までが勤務時間｡私のよう

に圃場に山て仕事をする者は農夫が朝7時から夕方 4

時まで就労となっているため朝寝坊ができない｡フォ

ー ドの小型 トラックが何台もサービスビルディングか

ら出てゆく朝のひと時は活気にあふれている｡余 りな

れない連中まで運転するので時折 トラッ クが水路に落

ち込んでエンコしている｡ 守衛の自動車が巡回してお

り,押 したりひいたりして救助はお手のものである｡

写真2 農場の管理運営用のサービス ･ビルデ ィング
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写真3 1年 3毛 作 栽 培 の 水 円

農場では野ネズミの害が一時ひどく出たのでいろいろ

工夫した結果,水路をわたって来た濡れネズ ミが田ん

ぼに入ろうとするところに20cm 巾の金網をはりめぐ

らし, 蓄電池で電流を流 して防戦 しどうやら成功 し

た｡ひと晩のうち全農場で 300匹以上のネズミが網に

かかったことがある｡ 但 し最近タガログ語で金網に注

意7)はり紙があちこちに見られるので,きいたところ

農夫が感電 した事故があったのだという｡ 雀害ととも

にネズミの皆は熱帯地方のあちこちで問題になってい

る｡一口の仕事をおえて各人が部屋にひきあげる頃に

は南国の夕陽がココナツの林を赤 く照らしている｡テ

ニス,バレー,バスケットと元気の良い連中は夕方の

ひとときを楽しむ｡木曜日の夜は映画をみせる｡悪 く

言えば閉鎖された社会だが,1日24時間を仕事に当て

るのもお好み次第という仕組みでもある｡

図書飴は世界各国から農学関係の図書,雑誌類を数

多 く集めており,マイクロフィルムによる文献整理も

かなりよくできている｡ 日本の各学会誌,紀要のたぐ

いもずいぶん揃っている｡ 口本語で書かれた文献のう

ち必要なものは日本で英語に訳され次々と送 られてい

る｡図書館は夜の10時まで開館しており利用者は研究

所内外をとわずかなり多い｡刊行物は現在までのとこ

ろ TechnicalBulletinが既述の 田中博士 ほかの著

をふ くめて3冊｡また InternationalBibliography

ofRiceResearch(1963)は今後も出版の予定とき

く｡また研究所は国際会議の場として利用されること

もしばしばで,すでに稲の遺伝ならびに細胞遺伝学,

イモチ病,稲の無機栄養学などに関するシンポジウム

が開催されているが,それぞれのシン

ポジウムごとにその報告書がまとめら

れ刊行されている｡2カ月に一度 The

IRRIReporterというパンフレット

が研究所の近況を報 じ,毎週水曜口に

は TheIRRICalenderがセミナー

予告,来訪者予告,関係者の旅行予定

などを伝える｡ こういう仕事だけでも

たいそう手間と金がかかっていること

だろうとおもう｡

研究所で開かれる定期セ ミナーは木

曜日と土曜日である｡木曜セミナーは

公開に近いかたちで,研究所のスタッ

フ,Visitingscientistをはじめフィ

リピンの農業,農学関係者が講演する｡ときにはたま

たま立ち寄った科学者の講演もあり,最近ではニンジ

ンの細胞から独立したニンジンを分化発達させること

に成功した Dr.Stewardが沢山のスライ ドを見せて

くれた｡最近はややフィリピンの農業,社会問題をと

りあげたセミナーが多 く,稲作研究の立場からは少々

迫力に乏 しい感じがする｡ 土曜日セミナーはスタッ

フ,または scholarがそれぞれの専門に関して論じ

る｡主として sCI101arの教育が主目的であるが,い

ずれの場合も約 1時間の講演,約30分間の討論を通じ

て全員が共通の問題に取 り組む｡

さてこのセミナーには研究所内で平常みかけないア

メリカ人がよくやって来るOかれらはフィリピン大学

と姉妹校となったコ～ネル大学からの交換 教 授 で あ

り,大学院学生たちである｡両大学が姉妹校となった

のは1952年ときくが,現在では UPCA の敷地内に立

派な居住区をもっている｡またこの両大学の結びつき

については当初からアメリカ政府のバ ックアップがあ

ったのはいうまでもない｡ そして IRRIのスタッフ

メンバーの多 くが実はコーネル大学の出身者なのであ

る｡IRRIがかかげている東南アジアをはじめとする

稲作地帯全般の生産性の向上という言葉のうちには,

まずフィリピン農業の問題を求心的に取りあげてその

農業生産性を高めて市場の開拓を長期的に試みつつ,

一方ではアメリカの東南アジア政策のうちとくに農業

問題に関する橋頭墜づくりに努めるという意図が秘め

られているのではないかという声もある｡ 日本人が東

南アジアの農業の現状に照らして手取り除草を奨励す
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るとき,アメリカ人たちは除草剤 の使Iljを一枚加えた

農作業体系を考えようとする｡それは異なった同で異

なった農業の発達段階を経験した人間の考え方のちが

いによるものと言って しまえばそれまでであろう｡ し

か したとえば IRRIの尿素肥料の試験が Essoの援

助のもとにおこなわれているというようなことをきく

とつい疑い深 くなる｡東南アジア諸国がその農業発辻

を通 じて最 も望ましい型でそれぞれ独_立して二生きてゆ

く道を共,'=搾るというようなことは時代おくれの思想

だろうかo またマレイシアJjsCholarがさ,?i'｢1私に

話した｡ ｢アメリカは金ばかり門や したがけっきょく

何も残さなかった｡ ｢]本の研究者は金をほとんど使わ

ずにすでに MALINJA を作った｣と｡

なお,スタッフは東南アジア各国の土壌,病理問題

などの視察,共同研究のため国外旅行をすることが多

い｡ また fellow,scholarにも研究目的にかなうか

ぎり旅行をする機会を与えている｡また旅行途中で立

寄った見学舌の宿泊ならびに以後の旅行に封するサー

ビスもゆきとどいているOその地理的位;ETIで,機能を考

えるとき稲作研究のみならず,東南アジア諸地域の綜

合的研究をすすめる際においてこの研究所のもつ意義

は注目してよいとおもう｡また研究所側としても1'/Tlf:A_I

からの来訪者との手持｣な討論をのぞんでいるようであ

る｡ こうした意味から,いろいろの批判は今｢】の段階

であるにしても,特に口木の熱描アジア稲作の研究者

が IRRIと連絡をしながら研究を進めてゆく価 伯はあ

ると思 う｡

研究所の概要はざっと以上のようである｡ しかし東

南アジアの 龍雄な情勢をそのままに反映して研究所

のもつ問題もはなはだ複雑であるといえよう｡間際研

究所を名乗る以上,研究課是引去どれかひとつの閏の問

題に限られてはいない｡ しかし同時に,まずはフィり

ピン農業の開発をはなはだ坑要視 していることも小突

である｡フィリピン各地の農業試験場と密接な連絡を

とり,また選ばれた普及貢の再数百を机当していろ｡

この間には, BureauofPlantlndustry,Bureau

ofSoil,さらに CommissionofAgriculturalPro-

ductivityなど農林省の各部局があり, 独自の機能

をはたしてはいるが,それら各部局の技官が scholar

として IRRIに学んでいる｡研究施設の不備,指導
層の手薄さなど考えるとき, それを おぎなうために

IRRIが果たす役割は決して小さくはない｡ ところが

フィリピンの政府関係者からは,ときおりIRRIのよ

うに余に線目をつけないところの研究がどれだけ現場

に適用できるだろうかといった批判も耳にする｡また

研究所のBreederによって育成された品種を IRRL1

号とでも名づけて現場におろすという唱の あ った と

き,一部ではそういうことば研究所が独【Llでやらずに

この国の左封す､省に材料として提供す うかたちを と,7,べ

きだ,という声をきいた｡それは研究所の稲作研究レ)

科学的な二立場を行政から切りはなして堅持すべ し,と

いうこと,また同時に研究所奨励Iju種が若 し現場で且し

いがけぬ欠陥を示 した場合に研究所の立場が克くなる

ということでもある｡ しかし.研究所の当車舌として

ほフィリピン農業に対するごく具体的な貢献を上頼って

いることは明らかである｡また,フィリピン人による

水稲成増の低収性を外国人が批判 し, 日本では台湾で

はという話が出ると,この国･刀若君たちが小声で ｢H

本ではとか台湾ではとかいう話ばかり聞かせるな｡ こ

こは フィリピンなんだぜ｣とささやき合うのを きい

た｡長押]間のスペイン統治のあと今度はアメ1)が こよ

ってその生活を支えられているこの国の人達ではある

が,その胸の中にくすぶりつづけている火のあること

をみおとしてはならぬとおもう｡

なお最後にこの国の稲作の現状を簡単に紹介 してお

きたい｡耕地面積では稲が最大で 318万-クタール,

次いで トウモロコシ,ココナツがそれぞれ210万,100

万-′'7タール前後で,ココナツとともに輪廿品llLtIして

重要なサ トウキビはわずか25万-クタ-ルである｡ 稲

の平均収量は1.2トン/-クタールでここ数十年来変化

がないo ｢十恒/3約 5分の 1のノ又収である｡ しかし,こ

の停滞性を統計の魔術によるものだとする人もある｡

一方では反収はいくらか増加 しつつあるが他方,肥沃

でない地帯の開田が進行しているためだというのであ

る｡いずれにせよ肥料 ･農薬の使用からほ遠 く,漕潜

施設をほとんどもたないことを考えるとき,収量にみ

られる停滞廿は容易に察知できる｡なお米作地晶は ル

ソン鳥にiJiifコしており,作用は殆/Lどが雨硯である｡

水が得られる限 り乾期の栽培が有利であろことはいう

までもなく,最近 IRRIの試験では最高収左.8.9トン/

-クタールが記録された｡また年 3回作によってえら

れた記録は14.7トン/-クタ.-ルである.よりす十ん

だ稲作技術が農村に浸透 し,かつそれを支える農業政

策の発展によってフィリピンが米の輸入国という現状

から脱却するのはいつのことであろうか｡

- ]491



東 南 ア ジ ア 研 究

ラ ワ 語 の 現 地 調 査

三 谷 恭 之

■■■一●■●..▼▼■■一●..+L●_●●◆▲p+Ltl'-●_●■▲▲■●■一●●■t ● J

l は じ め に

私たち4人のグループも事実上すでに解散 した｡ 4

人というのは,タイ ･ビルマ班の飯島助手,言語班の

西田助教授,桂君それに私であって,いずれも今回の

調査対象は北部タイの山地民である｡昨年 9月なかば

言語･班の3人がチェンマイについたとき,その前から

カレン族の調査に手をつけておられた飯島さんの発案

でホテルの一室を借切ってわれわれの リエゾン･オフ

ィス (?)を設け,これがその後半年近 く続いたわけ

だが,今ではすでに西田先生と飯島さんが帰 られ,私

自身も帰国まであとひと月たらずだから,本稿 も現地

通信というより今までの経過報告 ということになりそ

うだ｡

なお,この リエゾン･オフィスは何でもないことの

第 3巻 第 1号

ようだが,これが今回の調査に大いにプラスした｡荷

物の保管やただの歓談の場所にすぎないのだけれど,

村に入っている間も ｢帰る巣がある｣という安心感が

あるし,ここでお二引こ得てきた知識の交換 もできれば

バカ話やイクズラをしてゆっくりくつろぐこともでき

る｡ とくに私のように現地調査がはじめてのものにと

っては,これが精神的な緊張の緩和にどれだけ役立っ

たか知れない｡なお,これは今 も桂君と2人で続けて

いる｡

2 ポールワン村

さて,アカ語 ･ラフ語など主としてチベット･ビル

マ系の言言吾を調査される西田先生や桂君と別れて,礼

は9月末にまずチェンマイの南西約 130km にあるボ

ールワンというラワ族の村に入ることにした｡ ラワ語

はモン･クメル系の言語であって,これまで数編の論

文があるにすぎず,それもあまり言語学的ではない｡

このボールワン村に入るにあたっては,チェンマイか

らメ-サ リエンにかけてすでに自分で歩いてよく知っ

ておられた飯島さんのお世話になった｡

この村は標高 1000m 前後のボ-ルワン高原にあっ

て,チェンマイからメーサ リエン行きのバスで約 5時

間,バスを降りた所から見る村の景色はなかなか美 し

い｡村は大きく (約250戸),家 もたいてい木の家でわ

りと大型である｡村の中には雑貨を売る店 もあれば機

械精米をうけおう家 もあって,本格的な山地民の部落

からくらべればちょっとした町という感 じだ｡村人た

ちの服装 もたいてい土地のタイ人(コン･ムアン)と同

じで,ときには洋装の娘さんも見かける｡ この一帯の

ラワの村は古 くからタイ人の影響を受けていたといわ

れるが,とくに数年前チェンマイ･メーサ リエン間のハ

イウェーができてから一段とモダンになったようだ｡

ことばの面でも同様で,たいていのものがカム ･ム

アン (土地のタイ語,北タイ語)を話せる｡たまにカ

ム ･ムアンのよくわからない老年者を見うけたが,村

人がタイ人 と話すときはもちろん,彼 らどうLでもカ

ム ･ムアンで話 しているときがある｡ (ただ声調や母

音の長短の対立はラワ言吾にそれがないため多少あやふ

やで,タイ人にはやはりそれとわかるそうだ｡)タイ

･クラーン (標準タイ語)のできるものはほとんどい

ないが,今では小学枚でも教えているし,ときには次

のようなこともあった｡
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写真 1 ピ-の家 (ボ-ルワン)

ある娘さんが私 と話すとき明らかに努力 してタイ ･

クラーンで話そうとつとめていた｡ これはちょっと江1

台のコン･ムアンと全 く同じだ｡彼らにとっては,メ

イ ･クラーンはバンコックのことばというだけでなく

書きことばつまり知識人のことばであって,それだけ

カッコイイのである｡

しかし,もちろんこの村の第一言語はれっきとした

ラワ語である｡

私は村の小学校の教師の家に下宿 して調査をはじめ

た｡ ｢問う｣というのはどういうかときくと ｢どこ行
くか｣だと答えるし, ｢呼ぶ｣はときくと ｢オーィ,

こっち-来い｣といった具合で相手に仕事の意味を分

からせるのに困ったが,約ひと月半ほどでだいたい輪

郭がつかめた｡

単語は CV(C)または cvCV(C)〔C:子音または

その結合, Ⅴ:母音またはその結合, cv:強勢のな

い音節〕を基本的な形としており,声調や母音の長短

の対立がないのでその分だけCやⅤの種類が豊雷であ

る｡たとえば,C-では両唇音だけでも/p-ph-?b-

mb-m-7m-hm-/があり,-Ⅴ(C)には/-a:-au/,

/-a?:-au?/,/-ah:-auh/,/-ap:-aup/ といった

対立 も見 られる｡音節についた声調はなくふつう単語

を単独で発音するときぼ下降型であるが,一部の動詞

では上昇型に なるものが ある｡ そのため /hlai?＼/

≪雨≫対 /hlai?ノ/≪雨が降る≫といった対 立の生じ

ていることがある｡ しかしこれはむしろイントネーシ

ョンのひとつと考えられるようだ｡

丈法体系はだいたい簡単で, 名詞化の接頭辞 /pi-/

があるがモン･クメル系の特徴といわれる挿入辞はな

いし,統辞法も構本的には主語-動詞-客,語,被修飾

語一修飾語といった語順である｡ただ,_し,一侶こ対応し

て代名詞的小辞が述語動詞の次におかれたりする｡

3 ウンパイ行き

ラワ族のもうひとつの中心地はウンパイだ｡ ラワ研

究者の間でボールワンについで有名なところだ｡言語

についても Sanidh Rangsitの論文があってラワ語

に関する文献では最 もす ぐれたものだが,いちばん張

礎的な音素体系さえよくわかっていないのであまり資

料とならない｡そこで私は11月なかば,案内のタイ人

を連れて行ってみることにした｡

ボ-ルワンの西どなりのコンロ-イという村からゾ

ウで出発した｡ ウンパイは この西北方約 30km の山

l裾こある｡ 何せゾウはのろいので, 1LH∃はメー トー

というカレン部落にとまって2日目に到苫した｡途中

ちょっとした森 もあり山をいくつか越えるが,当のラ

ワなら1円でゆうに歩 く道のりである｡ ウンパイに

はウンパイ ･ルワンを中心としていくつかの部落がつ

づいているが私はバーンデンという小さい部落にとま

った｡

ここはさすが山地民の部落だ｡地面はブタやニワ ト

リのふんが層をなしていてきたないことこの上ない｡

雨期になれば大変だろう｡バーンデンは小さいので通

りというものはないが,ウンパイ ･ルワンやチャンモ

ーは1本の通りを はさんで家が並んでいる恰好の村

で,通りにはところどころピ- (精霊)の柱が11r:?て

いる｡家や村人の服装 も独特のもので,白っぽい上帯

に紺と赤と白の漬じまのスカ--トで赤や銀の耳輪や首

かざりをつけたラワ女性が,米かごや水 くみ筒を背負

って木かげからヒョイと現れると,ほんものの山地民

がはじめての私は何かバカされたような気がした｡

例の /mbuakkrak/というスイギュウを槍でつき
殺 してピーに供える儀式はひと月ちがいで見そこねた

が,たまたま家のおはらいがあったのでその祈とうを
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録音 して後で訳させた｡善いピーに向って,この通り

ごちそうするから悪いピ-から守って くれと頼む主旨

なのだが,細かい点では当のラワもこれはピーのこと

ばだからわからないという｡

ウンパイ ･ラワ,とくに女はタイ人と接触すること

があまりないからだろうか,カム ･ムアンはあまりで

きなかった｡ しかし男は意外に流暢に話す｡私の受け

た印象ではボールワン･ラワほどうまくはないが,同

行のタイ人などは (ボールワンのカム ･ムアンもタイ

人には余り完全でないからでもあろうが)同じくらい

だといっていた｡ もちろん,タイ ･クラーンはだめだ

が,そのかわりカレン語 (スゴー)ができるという｡

ラワ族のカレン言吾の方がカレン族のラワ語よりうまい

と自分で言っていたのほ,確められなかったが興味を

ひく｡

私は約 1週間滞在 して帰ることになったが,まだも

っと調べたかったのでインフォ-マントを 1人あとで

ボールワンに来て くれといった｡そうすると約束の口

にちゃんとやって来て12月なかばまで約2週間協力 し

て くれた｡ある日,村の人がこども連れで山を越えて

ひょっこり訪ねてきたこともあった｡

ボールワン･ラワとウンパイ ･ラワは互に自分の方

言で話す｡だいたい通 じているようだ｡といっても両

者はかなりちがっていて,比較言言吾学的には大いに興

味がある｡ ≪手≫BL./tai7/UPノte?/のように母音

はウンパイの方が簡単だが -VC の種類はウンパイの
方が豊富で,≪居≫ BL./sai爺/UP./saim/のように

後者によってはじめてモン語 /h;)cem/などとの関係

に気づ くといった場合が多い｡予想通り概 してウンパ

イの方が古形を保っている｡

4 カメ ー ト語

ごく大ざっばにいって,メーサリエン･クンユワム･

メ-チェム ･ボールワンを結ぶ四角形の中にはラワ族

の村がまだまだある｡その中には極めて興味深い方言

もあるかも知れないし,実地に調査 してみなければ絶

対に何 ともいえないけれども,その大部分はまずウン

パイやボールワンと著るしく異なることはないだろう

と考えて, 今度は少 し離れてウィエンパパオの ｢ラ

ワ｣とよばれているものに手をつけることにした｡

ウィエンパパオはチェンマイの北東約 90km,チ ェ

ンライまで乾期だけ通るバス道路 のなかほどの 町で
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ある｡たいていの本にはこの地方の ｢ラワ｣は完全に

タイ化してしまったとあるし,チェンマイでもそうき

いていたが, 目指すパンチ ョーク村は町から約 5km

ほど北にあって,そこではまだ ｢ラワ｣語は生きてい

た｡そこで, 1月末に入って2週間ほど調査 した｡

｢ラワ｣語が生きているといっても家族内などだけ

で,村の約30戸のうち10戸ほどはコン･ムアンの家で

あるし,町から 5km くらいしかはなれていないので

彼ら自身カム ･ムアン (チェンライのそれだが)を話

す機会の方が多いようだ｡

村は東半分つまりバス通りに近い方にだいたい1軒

ごとに垣根のあるコン･ムアンの家が集まり,奥の西

半分に彼らの家があって数軒を1つの垣根で囲ってあ

る｡村全体あまり裕福でなく近 くのスズ鉱で働いたり

チェンマイやチ ェンライに働きに出ている｡

さて,この村の住民の自称はカメー トまたはラワ ･

カメー トである｡ラオスのカメー ト (ラメー ト)語の

くわしい資料がないので困るが,タイ人のいう｢ラワ｣

がコーラー トの二ャクオルやナ-ンのカティンを指す

こともあるのと同様のケースであろうO確かにラワ語

との共通要素も多いが全体としては明らかに別の言語

である｡少なからぬ点でカム語(カティン語などととも

写真2 ラワの農作業 (ウンパイ)
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にいわゆるカー諸言語のひとつ)に近い｡ビルマのり

語C,)あるものはウンパイなどのラワ浩に近 く,他のあ

るり語はウィエンパパオのラワ語つまりカメー ト語に

近いといわれているので,ラオスのカ-諸FJ;吾からビル

マのワ語まで広 く調査しなければ確かな発言.はできな

いが,少なくとも現在の段階ではこのカメー ト語がラ

ワ語とカム語の中間に克つものと思 ってよいO一例を

あげれば, ≪ウシ≫BL./m3up/:Kmt./Npbo?/:

Kmu./1mpb?/.≪求≫BL./kh3i?/Kmt./khe?/:

Kmu./S?〇〇り/.

単語の形は CV(C)/T,cv(C)CV(C)/Tが基本的

で,Tすなわち声調があるのはモン･クメル系には珍

しいが,これはクメル語やモン語,カム語などにある

レジスターの対立に相当するものである｡ ラワ語より

も音素の種類が少ないのでききとり安かった｡とにか

く意外に屯要な言語だ｡

タイ人がすでになくなったといっていたの･にパンチ

ョーク村はあった.ひょっとするとまだほかにもとノriL

っているところ-,村の人がほかにも｢ラワ｣レつ村があ

るといい出した｡タコ-,ホェイサーン等々であるo

タコ一については ｢ラワ｣という名でロロ系の言二宮が

あることはきいていたがホェイサーンほかは不勉強の

ためか初耳だ｡村はあるがことばはもう忘れているか

も知れないともいうが,当のカメー トの例がある｡ も

しかするとTljンパイよりもっと古形を残 した古いラワ

浩の生き残 りがあるかもしれない｡それて,この村か

らバスでさらに北に向った｡

5 ビ ス 語

タコ-はパンチ ョークから 10km ばかりだからす

ぐに帯いた｡ ところが,村 (町 ?)はコン･ムアンば

かりで今度は本当に ｢ラワ｣なぞいそうにない｡やっ

と数人 ｢ラワ｣語を覚えている人に出会った｡つまり

現在では話されているのでなくわずかに日光えている"

人がいるだけだ｡ともかくその1人をインフォーマン

トとして調査 した｡たしかにチベット･ビルマ系だが

R称は ｢ビシュ｣だった｡ このインフォーマント氏の

記憶 もはなはだ怪 しいので 1｢1て打ちきり,ホェイサ

ーンに行 くことにした｡

ホェイサーンはタコ-からさらに北東45kmほど,

チェンライの 南西 25km くらいの地点 にある｡ ｢ラ

ワ｣族の村は山のふ もとにあった｡村人の服装などコ

ン･ムアンと変らないが,ここでは ｢ラワ｣語はいた

って健在だ｡いったいどの系統の言語かも分からない

ので,村-つ くなり≪頂コ>.'三どういうか尋ねた｡モン

･クメル系ならまず /ka/に近い里浩をいうはずだっ

たからだOところが /1袖t旨/という｡昨 日の｢ビシュ｣

訂.7L･の/15gtE/と同じだ｡L撒く悠/bistl/だという｡古い

ラワ語の生き残 りではなかったのでいささか失望した

たが,とにか くはじシ′)てきく言語名だ｡ 今までチベッ

ト･ビルマ系としても何系としてもビス浩という名は

きいたことがない｡iiiTir√i'-だけでも記録 して帰ろうと類

日とどまった｡

チェンマイに帰ってみると,ちょうど西皿先/l三がタ

-クでの仕串も終えてホテルにおられたO以上の話を

報告すると大いに興味を示されて,あまりrlもないが

とにかく行 こうということで再びチェンライ経由で村

に行き調査 した｡

こ の 言語は2音節の里,A,Lrf-が圧倒的に多 く (形態基は

1音節が ふつう), 音節は CV(C)/Tで,C一には

/p上,hmj-/といったチベット･ビルマ諸浩によくあ

る音嘉結合がみられる｡語順 も多くのチベット･ビル

マ諸浩と同じく,主語-'iL宥5--動詞,被修飾語一修飾

.言,TIl--などであるが,全体に丈法体系は複雑である｡ 語藁

の多 くは タイ系の 借用語で西田先生を残念がらせた

が,なかには他のロロ誹⊥告にはみられないような古い

チベット･ビルマ系の語某があり,かなり特殊な言語

のようだということだった｡

6 お わ り に

今度の調査で,ビスのような別荘物は別として,一

応ラワ語 ･カメー トlilT1-の基本的プ封潤辺がわかった｡こ

レ⊃ほかたまたまムアンサイのカム語の語某を若干採集

する機会もあったが,次は何として もナーン北部のカ

ム語 ･カティン浩などだ｡それでやっとモン･クメル

系のうち北部山地のグループの手がかりかつかさf)る｡

もちろんビルマのりやラオスのカーは分布地域 も広 く

方言 もずいぶんありそうだから全体からみるとほんの

一部分だ｡今回の調査は手がかりの手がかりだといっ

ても過言ではない｡

ほ/LfJ北部タイだけでも仕封は山ほどあって半年や

そこらでできるものではない.そこ-もってきて深 く

か広 くかの問題がある｡私は今度の調査でさえ多少ウ

ロウロしすぎたojではないかと思 っている｡ もうあと

幾11もないが,せいぜい少 しでも詳しくと思って今は

再びボールワンに舞い戻っている｡
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チュラーロンコーン大学

桂 満 希 郡
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わたくLは,昨年の6月20日,チュラーロンコーン

大学に留学するため,バンコックに来た｡そして,同

25日,正式に籍を入れ寮に落ち着 くことが出来た｡以

莱,友達も増えて,毎日毎日が楽しくて,帰るのがい

やになるほどであるが,大学そのものについての知識

は全然といってよいほど,とぼしいのである｡各学部

の学生の数とか歴史とかいったことについては,何 も

知らない｡ついうっかりして調べそびれているうちに

目がたってしまったというところである｡だから,そ

の様なことについては何も書 くことができないので,

今までの9カ月の間に色々と感じたことを書いていき

たいと思う.チュラ-ロンコーン大学での学生生活を

幾分でも知っていただく上に役立てば幸いである｡

キャンパスに入ってまずおどろいたことは,その校

舎の立派なことであった｡ 日本の大学を見なれている

者にとっては,全 くのおどろきであった｡全然大学と

いう感じがしないのである｡一見したところ,大寺院

を思わせる様な屋根や柱の形,色取りである｡明るい

太陽の下で,先の尖ったミドリとダイダイ色との屋根

が輝いていた｡ しかし,この建物の立派さに感心する

反面,随分と無駄なところに金を費いやしたものだと

いう気がした｡中に入るとヒンヤリと涼しい｡戸外で

は36oC くらいあるにもかかわらず,建物の内部に入

ると急に涼しくなり,扇風機もルームクーラーも要ら

ない｡これで,なるほどと思った｡床が地面から離れ

ているので熱気を受けず, 厚い壁と太い柱とは外部

の熟をさえぎり,天井も高いので暖い空気は上に逃げ

る｡人間の居る所ができるだけi京しくなるように工夫

されているわけである｡ 1年を通じて真夏のような気

候の所では,このような建物がもっとも適していると

いうべきであろう｡

このように,一見 しただけでは無駄なことのように

思われても,しばらくすると,それはそれなりに意義

があり,なるほどと思わせるものがある｡たとえば,

第 3巻 第 1号

こちらの学生のほとんどの者が,本やノー トにビニー

ルのカバーをかぶせている｡これも,はじめは, ｢う

れしそうな｣ものだと思ったのであるが,雨期になる

とこれが役に立つ,雨期といっても,1円中降り続け

ることはごくまれで,晴れていた空が急にくもりだし

たかと思うとすぐ降ってくる｡ 日本の雨のように,節

もって予想しておくことが困難である｡そのような時

に,このカバーが役に立つわけである｡本やノ- 卜を

保護すると同時に,雨をよけるという役割をも果 して

いるのである｡女子は別として,男子でカサをさげて

いる者は,ほとんど見られない｡

わたくLが入ったのは文学部である｡この文学部の

他に,教育学部,美術学部,政治学部,自然科学部,工

学部医学部の各学部がある.これらの学部 (khanま?)

の下に,それぞれ,料 (phan言Ek)がある｡文学部に

はタイ語 ･タイ文学科,英語 ･英文学科,東洋言吾科,

西洋語科,歴史 ･地理学科,図書館学科の7つの科が

ある｡ この科というのは, 講義を受ける者からいえ

ば,そうはっきりと分かれているわけではないようで

ある｡たたくLが入学したのは,これらのうちのタイ

語 ･タイ文学科である｡ここで,タイ語を習得するた

めの特別のレッスンを受けると同時に,普通の講義の

うちから興味 あるものを選んで 出席することとなっ

た｡出席はきわめてきびしい｡大体にいって日本の大

学とちがう点は,この出席がきびしいということと,

授業時間数の多いこととであろう｡普通,1週間に25

時間から30時間くらい出席しなければならない｡ 1時

限は45分で休憩が15分あるので短かいように感じられ

るけれど,このような気候のもとではこの方がかえっ

て能率的なように思われる｡そのうえ,宿題が多い｡

1冊の本,あるいは本の1部を読んでレポー トを書 く

とか,ある問題について短かい論文を提出するとかい

った形のものが多い｡ただ,誰もが同じような文献や

資料を使って,同じようなことを書いているというき

らいがある｡これだけ授業時間が多 く,宿題 も多 く,

そのうえ試験もあるとなると,それについて行 くだけ

で精いっぱいで,各人が自分独自の研究を進めて行 く

ことができないのかも知れない｡一般に,大学は研究

するところというよりも,習いに行 くところだという

傾向の方が強いようである｡ 日本の大学生と較べる

と,教室以外での勉強や研究は,余りなされていない

というべきであろう｡ 1日中講義に出て,宿題と予習
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写真 1 チュラーロンコ-ン大学寮の中

とをすませると,ほとんど時間が残 らないといったと

ころである｡

講義の内容は,日本の大学のそれと校べて決して低

いとは思われない｡かえって,基襟的な知識は,授業

時間数の多いことと出陣 ･試験の きびしい こととに

より,｢1本におけるよりも,より確実に教え込まれて

いるのではなかろうか｡ただ,その基礎をもとにして

独白の研究を進めて行 くということは,あまりされて

いないようである｡わたくしか出席した講義で面白い

とJじしったのは, ｢タイ語音声学概説｣と ｢タイ語の構

造｣とである｡前者は,まず音声学史及び一般的な音

声学を説明したのちタイ語の音素体系の概説に入る｡

後者は,タイ語の文法体系の記述研究である｡若い先

牡の中には, 講義と別に,近代的な言語学の立場か

らタイ語の研究を進めている人たちが多い｡ たとえ

ば,先にあげた ｢タイ語の構造｣の他にも, ｢チェン

マイ方言の音素論｣やソンクラ-方言の音素体系に関

するものなどがあり,一般に公表されていないのが残

念である｡タイ語に関する研究は,やはり,進んでい

ろ土思う｡傾向としては,歴史的あるいは比較言語的

研究よりも,むしろ記述的な方面で新しい研究が進め

られている｡先/生あるいは卒業生の中には,貢剣にタ

イ語と取 り組んでいる人達が多い｡ これらの人たちに

とって,タイ語は母国語であり,タイで話されている

他の言語を調査する際にも,自分の言葉を媒介として

調査出来るという政味があるのはうらやましいことで

ある｡

学生はみな非常に行儀がよく,特に外国人に対 して

は礼儀正しく親切である.服装も地味で

ある｡ 日本で予想され勝ちなアロ-など

は見られない｡男子は,白いシャツに紺

のズボンが最 も普通で,中には長袖を着

てネクタイをしめている者 も相当ある｡

女子は,やはり,白いシャツに紺のスカ

- トで, 1年生は全i-liが白C/)ソックスを

はくことになって いるので一目で わか

るo別に高級品ではなく,ごく質素なも

のであるが,いつもきれいに洗濯 してア

イロンを当てたものを身に着けている｡

El本でいう,いわゆる｢南方的｣なところ

などぜんぜんない｡そして,全員が自分

は大学生なのだというほこりを持ってい

る｡非常に明るく活発であって,神経質な者や,ノイ

ローゼの傾向の ある者などは, まだ会った ことが な

い.一般に,Fj分の生活とか人生とかに対 して自信を

持って おり, かいざ的な態度の者は, ほとんどいな

い｡自殺などということは考えられないのである｡良

し悪Lは別として, 日本の大学生よりもタイの大学生

の方が幸福そうである｡別に,タイにおける方が日本

におけるよりも, 就職が,架だとは限らないのである

が｡文学部の学生は,卒業後,中学あるいは高校の先

骨 こなる者が巌 も多い｡ 中でも,英語,フランス語の

先生が多いように思われる｡大学における課目に関し

ても,英語を取る者が最 も多い｡英語ができるという

ことが出世の手段の1つとなりうるのだと思う｡

学年の始まりは6月中旬である｡それからしばらく

して新入生歓迎のための行事が行なわれる｡朝早 くか

ら行なわれ,歓迎パーティ-のほかに演劇,音楽,タイ

ダンスなどのもよおしがある｡2-3口前から会場の

準備にかかっているようである｡ この日に,立派な本

が配布される｡ これから10月中旬までが前半で,この

時期に 中間考査があり, そC後 に短い休みがある｡

このような休みにはたいていの学生がグル-プを作っ

て旅行に出かける｡費やす時間の割には非常に多 くの

場所をせわしなくまわって行 (O去年は,文学部の学

生の多 くがチェンマイに来た｡11月初めから2月下旬

までが後半で,最後に学年末試験があって,これが3

月20口ごろに終わると夏休みに入る｡ この休みが1年

中で最も長い休みである｡中間考査ではそれ程でない

にしても,この学年末試験の際は,全員が文字通り必
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死である｡及第点を取ることができなか

った場合は,勿論,追試験はあるけれど

も,それでも落ちた際には,この失敗し

た課目を次の年に取るということはでき

ず,もう1度同じ学年をくり返えきなけ

ればならない｡ このように,各年にいく

つかの課目に失敗しているうちに,どう

にもこうにも動きが取れなくなって,つ

いに退学して行 く学生もある｡試験をや

めてレポー トを提出させる形を取ること

はまれである｡試験が終わって夏休みに

入ると,皆表情が変わるくらいほっとし

て,生き生きとするのである｡地方から

出て来ている学生は帰郷するわけだが,

第 3巻 第 1号

その前にたいていの者が友達と旅行する｡またこの休

み中には, 厚生福祉局 (Krom prachaas60khr6?)

の山地民福祉課 (K〇〇ns(沌khr6?chaawkhaw)の

主催で,大学生の中から有志者が集って方々の山地民

の村の学校-タイ語を教えに行 く｡ これに参加する学

生も年々増えているということである｡

タイの大学全体について いえることかも知れない

が,文学部は特に女子学生が多い｡大体90%が女子で

ある｡多いとか少ないとかいうよりも,女子の中に男

子がわずかにまざれ込んでいるといった方が当ってい

るかも知れない｡何故かとたずねてみると,男子学生

は, ｢文学部は就職湧ミむずかしいから,男はみな技術

系の学部-行ってしまうのだ｣とこたえるし, 女子

学生は, ｢男子は知能的に女子にかなうものが少なか

写真2 チュラ-ロンコーン大学の食堂

ったから入れなかったのだ十と答える｡わたくLは寮

に住んでいたが,男子寮では,文学部に属しているの

ほわたくし1人だけであった｡ こちらの女子学生は,

男子学生よりもさらにどうどうとしており,ふん切り

の悪いようなところは全然ないO物をいう時にも,そ

のものずばりを実にはっきりといってのける｡勉強の

よくできる者も,女子の方により多いようである｡

わたくLは寮に住んでいた｡賓は大学のすじ向いに,

通りをへだてて男子寮と女子寮とがある｡ 1部屋に2

人が入り,洗面所,洋服ダンス,ベッド,机がついてお

り,Fl本の大学の大部分の寮よりは居心地がよいので

はないかと思う｡各部屋には網戸がキッチリとはまっ

ているので,蚊の多いバンコックであるにもかかわら

ず,蚊帳も線香も要 らない｡洗濯場と大きな食堂があ

写真3 チュラ-ロンコーン大学寮
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り何も不自由な点は無いのであるが,唯

一つ困るのは,夜やかましいということ

である｡案の1階はロビーのようになっ

ていて,そこにテレビとステレオが置か

れて いるので,毎晩それを大 きくかけ

る｡時々どうしてタイ人はラジオを小さ

くかけることができないのだろうかと不

思議に思うことがある｡ラジオとテレビ

を 同時にならしたうえ, 楽器 をならし

ながら大声で歌を合唱するグループも出

て来る｡ こうなると勉強も何もできたも

のではない｡寮では余り勉強はしていな

い｡宿題と予習以外のことをやっている

のをほとんど見たことがない｡本もあま
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写真4 チュラ-ロンコ-ン大学レ_)食堂

り持 っていない｡読む本はたいてい教室で拙鳥さ/iLた

もC,)か,サイ ドリ-ダ-として必要なものに限 られる｡

一部uj例外を除いて, 1人あたり10冊以内し7月等って

いないようである｡ これは一般｣,j学生の経済状態とrit--i

係 していると思 う｡平均 1ケ月に使う金額は600-700

バ-ツ くらいで, 少ない者は400バーツくらい であ

る｡ この割に本は安 くはない｡ タイ語の本で平均30バ

ーツくらい,洋占を買うとなるとどうしても100バー

ツは出さなければならない.本を 1冊買うというC/)は

大変なことなのである｡アルバイ トをしていて,学fiL:.は

いるにはいるけれども, L月丈におけるよりもず っと少

ない｡大部分の学生が何かのアルバイ トをしていると

いうようなことはない.仕Ej7,∴汀~1がず

っと少ないのである｡僕の知っていろ

笹間では,中学あるいは高校で非常勤

講師をしているもの,印li賦与L;)校11:.を

パー トタイムでやっている省;-t二ごて,

家庭教師をしているi:いう者に:jI,一三

だ出くわしたことがない . 賢しijrl.帖こi'Tt

lilH4バ-ツであるO寮 と入学 上で

食 車をすませれば,腹いっぱいfシ-て

も1トロ5バーツですむ｡

大学生の好むスポーツとして月,サ

ッカーがあり,ラグビ-も好まれてい

･7,｡ ;/T大学対抗.;〕サ ッカー試合に:J'L'盛

大な応援団が耽まって来 ろ O を)つと日

常的なスポーツとしては,ピンポンとバ トミントンと

があり,これらはどこででも行なわれていろ｡伝統的

なもし引二はtakrS〇があり,これはビルマG〕chinlSun

に当たると思えばよい｡実にうまい｡娯架の代表はや

はり映画で あろう｡ 日本の映画 もよく知 られて いる

が,タイに来ている日本の映画というC/_)はロクなもレ)

がないので吊る｡一般に日本に対する関心は汝いので

あるが,そのわりにはよくわかっていないO大学三恒)

1回二すら, ｢日本には今でもサムライがいるか ?｣と

か, ｢日本と朝鮮は同じ国か ?｣などという質冊をす

る者がいる｡

1965年 3月28日 チュンマイにてO
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